
 

「学習発表会の御観覧、ありがとうございました。」 
副校長 旭岡 真司 

 

先日の学習発表会には多くの皆様に御参観いただき誠にありがとうございました。児童生

徒の今年度の頑張りが作品によく表現されていたと感じられたのではないでしょうか。ま

た、出品をしてくださいました皆様にも改めて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

３学期も半ばが近付き、小学６年生と中学３年生は卒業に向けての取組が始まっておりま

す。小中それぞれの最上級生として、母島小中学校で学んだことを誇りに、希望をもって上

級学校での生活をスタートさせてほしいと願います。 

 他学年も１年間のまとめをする大切な時期です。その学年の学習内容はもちろん。今必要

な基本的な生活習慣をしっかり身に付けて、今の学年の生活を頑張ってほしいと思います。 

 

 さて、上記の文章は、以下の文章を書きたいがために、 

意図的に「頑張る」という文言を使いました。 

私は、教員になりたての頃、先輩教員から「頑張ろう。」 

の言葉がけだけでは足りない、と言われ悩んだことがあ 

りました。先輩教員からそれ以上の指導はなかったのです 

が、自分なりに以下のことが問題だと考えました。 

 

 〇「何を頑張るのか」「どう頑張ればよいか」など具体的なイメージを示さず、あるいは

イメージできる材料なしに使っている。 

 〇そもそも子供たちの多くが「自分は頑張っている」と思い、実際頑張っている場面が多

いということ。頑張っている子供に「頑張ろう。」「頑張って。」というほど酷なことはな

い、ということ。 

 

身近で簡単な言葉こそ、その使い方を十分に注意する必要があると思います。安易に「頑

張ろう。」と言うではなく、その時・その場における適切な言葉を探すことが大切なことだ

と思います。 

 

展示作品制作に頑張った子供たち・これから学年のまとめ学習に頑張る子供たちがさらに

やる気が増すように、大人は皆で一緒に励まし、称賛することを頑張りたいですね。 
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思いの詰まった学習発表会 

小学校担当 

 １月 29日（日）に、本校体育館で学習発表会が行われました。学

習発表会では、子供たちの１年間の学習の成果が、所狭しと展示され

ました。 

23日（月）の小学校 6年生以上の児童生徒で行った会場設営の日

から、作品の搬入が始まりました。いつものスッキリとした体育館の

景色が、子供たちの個性いっぱいの作品で徐々に満たされていく様は

毎年見ていてワクワクします。搬入の中で「私のこの作品見て見て！」「この作品のこんなところ

を頑張ったんですよ！」など、作品への思いを一生懸命に語ってくれる子

供の姿も見ることができます。思いのたくさん詰まった作品が出揃った体

育館もまた、一つの作品のように感じられます。 

学習発表会当日には、子供たちは展示を終えた作品の鑑賞をしました。

入り口を入ってすぐ右側では、保育園児たちのかわいらしい作品が出迎え

てくれました。学年が上がるにつれて、細部まで丁寧に描きこんだ作品や、文章量の多い作品が増

えていきます。低学年の児童はお兄さんお姉さんの作品のすごさに圧倒され、高学年の児童は低学

年の頃を懐かしむなど、いろいろな学年の友達の作品のよさを感じながら、じっくりと鑑賞してい

ました。 

今年度は地域の方の参観も可能となり、子供たちの頑張りを多くの方に見ていただくことがで

き、とても嬉しく感じています。作品から感じ取ったことを、ぜひ子供たちにも伝えてあげていた

だければと思います。 

 

刺激の連続 

中学校担当 

１年間の学習の積み重ねを発表する場である学習発表会です

が、各学年や教科のブースには学習の成果が見られる作品が

展示されていました。会場準備は、学年の垣根を越え、限ら

れた時間の中で協力して、取り組ん

でいました。 

中学生の各学年の展示では、12

月に行われた「総合的な学習の時間

の発表会」で披露した時より、さらにパワーアップさせた内容になって

いました。そして、内容だけではなく、展示の仕方についても

見せ方を考え、納得するまで何度も作品の位置を変え、準備を

する姿が見られました。 

鑑賞時、中学生は「自分たちも取り組んだなぁ」と懐かしむ

声や、「この作品、すごい！」という驚きの声の連続でした。 

保育園から中学３年生までの 12年間の成長を見られる学習

発表会は、年齢に関係なく、作品から溢れ出るパワーを感じ取

って刺激され、新しい自分につなげられる素敵な機会だと感じ

ました。想像を超えた作品が集結する空間。来年の学習発表会も楽しみです。 



書き初めの会 

国語科担当 

１月 11日（水）に「書き初めの会」を体育館で実施しました。小学校１年生と小学校２年生

は、机の上で硬筆を書きました。小学校３年生から中学生は、体育館に道具を広げ、姿勢を正し

て毛筆を書きました。どの学年も静かに気持ちを整えて準備していました。 

各学級では書き初めの会に向けて、２学期末から練習してきました。中学校では毎年、全学年

の題字が全て変わります。新しい題字で臨書するのは新鮮な気持ちで取り組める一方、先輩の文

字を見て、来年の自分に生かすことができないという難しさもあります。練習では皆で手本の特

徴を確認した後、２文字ずつ半紙に練習していきました。1枚書き終えるたびに「これはどうで

すか」「今回はうまくいったと思う」と慎重に確かめなが

ら、自分自身と向き合って真剣勝負をしていました。 

書写では同じ姿勢を長時間続けるために疲れやすく、集

中力を保つことが大変です。しかし、どの学年も粘り強く

気持ちをつなげて、少しずつ運筆をつかんでいきました。

練習の後半に納得できる清書が仕上がった時には、一人一

人の表情がとても輝いていました。 

書き初めの会では、全校児童・生徒がお互いに意識し合いながら、清書に向かう緊張感を高め

ていました。小学校１・２年生は鉛筆で心を込めて丁寧に臨書していました。小学校３～6年生

と中学生は毛筆で運筆を意識しながら清書を仕上げていました。１月 29日の学習発表会では、

お互いの作品の良さを認め合いながら鑑賞する姿を見ることができました。 

 

 

「ちはやふる～」 百人一首大会 

小学校４年担任 

 １月１２日（木）の５校時に、百人一首大会が３年ぶりに開催されました。百人一首の基本的

なルールを知り、新年の伝統的な遊びである百人一首に親しむことをねらいとして行いました。

今年度は新型コロナウイルス感染症対策を万全にすべく、手指消毒を徹底して行いました。小学

３～６年生の部、中学生の部に分かれ、各リーグで１対１の源平合戦を行い、トーナメント方式

で試合を行いました。小学１・２年生はトーナメント方式の試合から除外し、対戦は小学１・２

年生の中で行いました。畳の上で対戦相手と向かい合い、２０枚の札のうち１７枚を取るまで勝

負が続きます。今年度は５色百人一首の「橙札（オレンジ）」を使用しました。 

 静まり返った体育館の中、読み手の声が響きます。間髪入れず札を叩く音。どよめきとため息

が交錯し、また静寂に戻ります。勝っても負けても３回以上勝負を行い、小中学校それぞれのチ

ャンピオンを決める勝負となりました。小学校ブロッ

ク、中学校ブロックに分かれ、それぞれの決戦の舞台

を観客が囲みました。小学校ブロックは、姉弟対決と

いう骨肉の争い。中学校ブロックは中１対中３。小学

生チャンピオンは、姉のプライドの勝利。中学校チャ

ンピオンは、下剋上の下級生の勝利。最後に校内チャ

ンピオンを決める頂上決戦が行われました。小学生チ

ャンピオン対中学生チャンピオン、静かで熱い戦いを

制したのは、なんと小学生チャンピオンでした。 



 

 

 

生活目標 

「感謝の気持ちを表そう」 

・いろいろな人たちとの交流を深めよう。 

・感謝の気持ちを言葉にして伝えよう。 

・協力して卒業行事に取り組もう。 

安全指導  ６日（月） 

「校内での過ごし方」が重点指導目標です。 

３学期も後半です。学習・生活両面でまとめ

をしていく時期です。落ち着いて学習し、安

全な生活が送れるように、休み時間のときな

ど、校舎内での安全な過ごし方やルールにつ

いて指導します。 

避難訓練  予告なし 

 校内での地震による火災発生を想定した避

難訓練を行います。児童生徒への避難訓練開

始時刻の予告はしません。 

緊急時に落ち着いて、素早く身を守るため

の行動をとれること等、普段の訓練の成果を

確認する機会とします。 

 

 

 

 

 

１ 日 時 

   令和５年２月２４日（金）（体育館） 

   開演 午後１時 15 分  

終演 午後２時 40 分 

 

２ プログラム 

（１） 始めの言葉（５年生） 

（２） 発表 

（３） 終わりの言葉（６年生） 

 

 ※ 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、 

保護者の方のみの御参観とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ どこかで避難訓練（予告なし）を行います。   ※ 予定は変更する場合があります。 

２月の主な行事予定 

１ 水 (中２)職場体験 15 水 （小）新１年生体験入学②   SC来島～１７日 

２ 木 (中２)職場体験 16 木 部活動停止期間～２７日 

３ 金 (中２)職場体験  (小)新入生保護者説明会 17 金  

４ 土  18 土  

５ 日  19 日 英検二次 

６ 月 
朝礼 安全指導  (小)委員会 

（小４６・中２）TGG VR事業～８日 
20 月 (小)２年生朝会  (中)中朝礼 

７ 火  21 火  

８ 水 （小）新１年生体験入学① 22 水 (小)新１年生体験入学③ 

９ 木  23 木 天皇誕生日 

10 金  24 金 (中)学年末考査  (小)音楽･太鼓発表会 

11 土 
建国記念の日  ３時間授業(振休なし)   

(小３～６)総合的な学習の時間発表会 
25 土  

12 日  26 日  

13 月 朝礼（保健指導）  （小）クラブ 27 月 (中)学年末考査  (小)１年生朝会   

14 火 （中）委員会 28 火 (中)学年末考査  (小 3･4)保護者会 

２月の生活指導 

小学校音楽発表会・小笠原太鼓発表会 

 

 

 

１ 日時 2 月 11 日(土) 

10:10～11:05 

２ 場所 体育館 

３ 内容 3～6 年生の 

「総合的な学習の時間」発表 

 

 ※ 新型コロナウィルス感染症拡大防止のた

め、児童の家族、及び講師の方のみの御参

観とさせていただきます。 

 

 

 

小学校 総合的な学習の時間 発表会 


